



























Financial Risks and Laws in Hyper-Aging Society
宇  佐  美     洋 *
Hiroshi USAMI
Keywords：Financial Risk, Financial Gerontology, Hyper-aging Society, Elder Law
































額（夫婦 1 カ月の月額）を計算すると、必要生活費としては 26 万円、ゆとりある生活費とし
ては 36 万円となる。











（ゆとりある生活費 :36 万円－年金 :19 万円）× 12 カ月× 20 年 =4,080 万円
















































































































































　2007 年、愛知県大府市で、認知症（要介護 4）の 91 歳男性が線路に入り込んではねられて
死亡した。
　JR 東海はその事故による遅延その他の損害 720 万円を遺族に対し請求した。民法 714 条は
重い認知症のように責任能力がない人の賠償責任を、「監督義務者」が負うと定めており、JR











さすが、最高裁は 2016 年 3 月 1 日、二審判決を破棄し、家族の賠償責任を認めない判決を言


























　（樋口 2019）は、高齢者法のキーワードとして、次の 3 つを挙げている。① ex ante（事前）、
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